
JP 2015-18155 A5 2016.1.7

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年1月7日(2016.1.7)

【公開番号】特開2015-18155(P2015-18155A)
【公開日】平成27年1月29日(2015.1.29)
【年通号数】公開・登録公報2015-006
【出願番号】特願2013-146208(P2013-146208)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   15/20     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年11月13日(2015.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から順に、変倍時固定で正の屈折力を有する第１レンズ群、２以上の変倍群から
なる第２レンズ群、絞り、および変倍時固定で正の屈折力を有する第３レンズ群からなり
、
　広角端から望遠端に変倍する際に、前記変倍群のそれぞれが光軸に沿って移動し、
　前記第１レンズ群の最も物体側のレンズ面に入射する近軸主光線の傾角をｕ、前記第１
レンズ群の最も像側のレンズ面から射出する近軸主光線の傾角をｕ′としたとき、下記条
件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
　　ｕ′／ｕ＜０．５　…　（１）
【請求項２】
　前記第１レンズ群の最も物体側には少なくとも像側の面が凹形状の負の屈折力を有する
第１１１レンズが配置され、該第１１１レンズの像側直後には少なくとも像側の面が凹形
状の負の屈折力を有する第１１２レンズが配置され、前記第１１１レンズの物体側の面が
非球面である請求項１記載のズームレンズ。
【請求項３】
　前記第１レンズ群の最も物体側には少なくとも像側の面が凹形状の負の屈折力を有する
第１１１レンズが配置され、該第１１１レンズの像側直後には少なくとも像側の面が凹形
状の負の屈折力を有する第１１２レンズが配置され、前記第１１２レンズの物体側の面が
非球面である請求項１または２記載のズームレンズ。
【請求項４】
　前記第１レンズ群の最も像側のレンズが、物体側の面が凸形状の正の屈折力を有するレ
ンズからなる請求項１から３のいずれか１項記載のズームレンズ。
【請求項５】
　前記第１レンズ群は、物体側から順に、負の屈折力を有する第１１レンズ群、正の屈折
力を有する第１２レンズ群、および正の屈折力を有する第１３レンズ群から構成され、無
限遠から至近に合焦する際に、前記第１２レンズ群のみが像側に移動する請求項１から４
のいずれか１項記載のズームレンズ。
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【請求項６】
　前記第１１レンズ群は、負の屈折力を有する３枚以上のレンズを含む５枚以上のレンズ
から構成される請求項５記載のズームレンズ。
【請求項７】
　前記第１２レンズ群は、物体側から順に、少なくとも、正の屈折力を有するレンズ、お
よび負の屈折力を有するレンズと正の屈折力を有するレンズとの接合レンズから構成され
る請求項５または６項記載のズームレンズ。
【請求項８】
　前記第１２レンズ群は、物体側から順に、正の屈折力を有するレンズ、負の屈折力を有
するレンズ、および負の屈折力を有するレンズと正の屈折力を有するレンズとの接合レン
ズから構成される請求項５から７のいずれか１項記載のズームレンズ。
【請求項９】
　前記第１３レンズ群は、物体側から順に、少なくとも正の屈折力を有する２枚のレンズ
から構成される請求項５から８のいずれか１項記載のズームレンズ。
【請求項１０】
　前記第２レンズ群は、物体側から順に、負の屈折力を有する第２１レンズ群、正の屈折
力を有する第２２レンズ群、および負の屈折力を有する第２３レンズ群から構成され、該
第２１レンズ群、該第２２レンズ群および該第２３レンズ群の互いの間隔を変化させて変
倍を行う請求項１から９のいずれか１項記載のズームレンズ。
【請求項１１】
　画角が１１０度を超える請求項１から１０のいずれか１項記載のズームレンズ。
【請求項１２】
　前記第１レンズ群の最も物体側のレンズ面に入射する近軸主光線の傾角をｕ、前記第１
レンズ群の最も像側のレンズ面から射出する近軸主光線の傾角をｕ′としたとき、下記条
件式を満足する請求項１から１１のいずれか１項記載のズームレンズ。
　　ｕ′／ｕ＜０．４　…　（１－１）
【請求項１３】
　前記第１レンズ群の最も物体側のレンズ面に入射する近軸主光線の傾角をｕ、前記第１
レンズ群の最も像側のレンズ面から射出する近軸主光線の傾角をｕ′としたとき、下記条
件式を満足する請求項１から１２のいずれか１項記載のズームレンズ。
　　０．１５＜ｕ′／ｕ＜０．５　…　（１－２）
【請求項１４】
　前前記第１レンズ群の最も物体側のレンズ面に入射する近軸主光線の傾角をｕ、前記第
１レンズ群の最も像側のレンズ面から射出する近軸主光線の傾角をｕ′としたとき、下記
条件式を満足する請求項１から１３のいずれか１項記載のズームレンズ。
　　０．１５＜ｕ′／ｕ＜０．４　…　（１－３）
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれか１項記載のズームレンズを搭載した撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　なお、本発明によるズームレンズにおいては、第１レンズ群の最も物体側には少なくと
も像側の面が凹形状の負の屈折力を有する第１１１レンズが配置され、第１１１レンズの
像側直後には少なくとも像側の面が凹形状の負の屈折力を有する第１１２レンズが配置さ
れ、第１１１レンズの物体側の面が非球面であることが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明によるズームレンズにおいては、第１レンズ群の最も物体側には少なくと
も像側の面が凹形状の負の屈折力を有する第１１１レンズが配置され、第１１１レンズの
像側直後には少なくとも像側の面が凹形状の負の屈折力を有する第１１２レンズが配置さ
れ、第１１２レンズの物体側の面が非球面であることが好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明によるズームレンズにおいては、第１レンズ群は、物体側から順に、負の
屈折力を有する第１１レンズ群、正の屈折力を有する第１２レンズ群、および正の屈折力
を有する第１３レンズ群から構成され、無限遠から至近に合焦する際に、第１２レンズ群
のみが像側に移動することが好ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、本発明によるズームレンズにおいては、第２レンズ群は、物体側から順に、負の
屈折力を有する第２１レンズ群、正の屈折力を有する第２２レンズ群、および負の屈折力
を有する第２３レンズ群から構成され、第２１レンズ群、第２２レンズ群および第２３レ
ンズ群の互いの間隔を変化させて変倍を行うことが好ましい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　第１レンズ群Ｇ１は、物体側から順に、負の屈折力を有する第１１レンズ群Ｇ１１、正
の屈折力を有する第１２レンズ群Ｇ１２、および正の屈折力を有する第１３レンズ群Ｇ１
３から構成され、無限遠物体から有限距離物体への合焦の際に、第１２レンズ群Ｇ１２が
光軸に沿って移動してフォーカシングを行う。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　第２レンズ群Ｇ２は、物体側から順に、負の屈折力を有する第２１レンズ群Ｇ２１、正
の屈折力を有する第２２レンズ群Ｇ２２、および負の屈折力を有する第２３レンズ群Ｇ２
３の３つの変倍群から構成される。
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